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—東京の地下鉄の事例研究—」 
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1.研究の動機・目的 

 近年、多くの外国人観光客が東京を訪れて

いる。昨年（平成 26 年）度、東京を訪れた外

国人観光客は約 887 万人（東京都）になる。

このような中、訪日外国人観光客の 2 割がが

「旅行中に公共交通に関することに困った」

と答えている。※観光庁アンケート調査によ

る。2020 年には東京オリンピック・パラリン

ピックの開催が決まっており、更に観光客が

増えることは間違いない。 

 本研究では外国人旅行客の困りごとである

公共交通機関の問題の現状と課題を分析し、

誰にでもわかりやすい地下鉄、文字が読めな

くても分かる地下鉄というものを地下鉄の案

内表示という点から改善を提案する。 

2.外国人旅行客にとっての公共交通機関の 

現状と問題 

 三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティングのレ

ポートによると観光客の約 85％が地下鉄を移

動手段として利用している。そのような中、

観光庁の外国人観光客を対象としたアンケー

トによると 22％の観光客が「公共交通に関す

ることで旅行中に困った。」という結果が出て

いる。その主な理由は「2 つの地下鉄運営会

社があり、わかりにくい」「電車の乗換がわか

りにくい」「目的地に近い出口を探すことがわ

かりにくい」などである。東京都は 2020 年の

東京オリンピック・パラリンピックの際には

2,000 万人の観光客を見込んでおり、2030 年 

には 3,000 万人を呼び込もうという目標を掲

げている。 

3.地下鉄事業者による取り組み事例 

現在、外国人旅行客への対応としてどのよう

な取り組みがなされているのか実態調査を行

った。その結果は以下の通りである。 

3-1.東京地下鉄株式会社の事例 

 乗車券開発、案内冊子の作成、ウェルカム

ボードの設置、サービスマネージャー・旅客

案内所の設置。 

3-2.東京都交通局の事例 

ナンバリング、コンシェルジュ、案内サイン、

旅行者向け企画乗車券の発売、無料 Wi-Fi。 

4.考察 

 以上のことから事業者側も 2020 年に向け

て案内表示やおもてなしの改善を行っている

最中であるということが言える。 

5．改善策の提案 

 駅構内などでの４か国表記の統一、ピクト

グラムによる表記の充実、スマートフォンを

使用した道案内システムの構築の３点を改善

策として提案したい。 
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